
 

＜概要＞
  ABWRが建設され実用化されているが、ABWR燃料は当面従来型BWRと用いているのと同一の

９×９型を使用する。

＜更新年月＞ 
2006年11月   

 

＜本文＞
  BWRの運転経験から、信頼性の向上、保守点検作業性の向上、定期点検期間の短縮、従事者の

受ける線量の低減などの改良策が出され、第１次から第３次にわたって改良標準化計画（昭和50
年から60年まで）が実施された。改良型BWR（ABWR）は、この第３次改良標準化において取り
上げられた。

  ABWRについては、信頼性の向上、稼働率の向上、従事者の受ける線量の低減、放射性廃棄物
の低減、運転性の向上、経済性の向上、立地の効率化などの目標を掲げ、開発試験を実施してき
た。比較のためにABWRと従来型BWR（第２次改良標準型BWR）との主要な仕様を表１に示し
た。

  このABWRに用いる燃料集合体は1999年以降従来型BWR用の９×９型と同一のものを使用して
いる（表２および図１参照）。

 （前回更新：1996年3月）

＜関連タイトル＞
 BWR用ウラン燃料 (04-06-03-01)
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